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（論文審査の要旨）  
Pai Yun Suen 君の博士号請求論文「Convex Interaction: VR を用いた行動圧縮による空間的インタラクションの拡張 
」は，慶應義塾大学大学院メディアデザイン研究科 Kai Kunze 准教授による主指導のもと，Virtual Reality (VR)や
Augmented Reality (AR) の環境下において人の自然な動作よりも小さな動きで周辺環境を探索し操作することを可
能にすることを目的として，身体近傍領域におけるミニマムな行為による VR 環境の操作体系のコンセプトを






究として，人と環境との関わり方，Social Space とよばれる空間距離と社会的認知との関係性，VR や AR の技術を
用いたコミュニケーション形態の拡張，ジェスチャー等の自然な動作による入力方法の形態等の研究事例について
述べた．第３章においては Convex Interaction のコンセプトを提案し，物理的制約を超えた人のインタラクションの
可能性を探求すること，人の入出力操作と環境認知との関係性の可塑性を究明すること，VR に限らず実世界での
利用も含め Convex interaction の有用性を検証することを本研究の目的として定めた．そして第４章は Convex 
interaction の具体的実装例として，腕を振るだけで空間内を移動する ArmSwingVR，空間の任意の点をつまんで引
き寄せる PinchMove，頭部運動と眼球運動を組み合わせ視線を向けた空間中の任意の点を中心に空間移動を行う
AnyOrbit および GazeSphere，および視線を用いて物体の選択と操作を行う Eye-EMG など，人の自然な動作よりも
小さな動きで空間内の大距離の移動や操作を達成しながらも，認知的な不整合が生じにくいインタラクションの設
計事例を提示した．第５章では Convex Interaction の VR 環境下における利活用方法や限界に関する考察を行い，第
６章において本論文の結論を述べた． 
 









1. 2017 年 5 月 31 日 17：00～18：30，予備口頭試問審査が協生館 3 階 S02 教室にて開催され審査の結果合格した。 
	 予備口頭試問審査委員：大川恵子、南澤孝太、Liwei Chan 
 
2. 2018 年 5 月 16 日	 14：00～16：00	 博士論文公聴会が日吉キャンパス協生館 3 階 S01 教室にて開催された。
同公聴会終了後、同教室で博士論文審査会が開催され、全会一致で合格を決した。 
なお、公聴会出席者は以下の通りであった。 
	 	 博士論文審査委員	 4 名、博士研究主指導教員	 1 名，KMD 研究科教員 3 名，学生・一般来場者 7 名 
 
 
